
開 催 日 2023年 11月12日（日曜日） 13:30～16:30

場 所 同志社大学 新町キャンパス 臨光館 R301
（京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町159-1 ※裏面参照）

定 員 350名

無 料受 講 料

申込方法 事前申込制 先着順

①Eメール bunko.seminar@nijl.ac.jp

②ウェブフォーム https://forms.gle/jf3JEYAX4RazZkQb7

上記いずれかの方法でお申し込みください。後日Eメールにて受講票を送付いたします。

Eメールの場合は、タイトルを「第２回賀茂社家古典籍セミナー申込」とし、本文に氏名、氏名

ヨミ、メールアドレスを記入し送信してください。ご記入いただいた個人情報は、当行事運営

のために使用します。

受付開始 9月 1日（金曜日）

締 切 10月31日（火曜日） ただし、定員になり次第締切とします。

主 催
お問い合わせ先

東京都立川市緑町１０－３
HP： http://www.nijl.ac.jp/
E-mail: bunko.seminar@nijl.ac.jp

講 師 基調講演

一般財団法人賀茂県主同族会評議員
東京大学史料編纂所特定共同研究研究員
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター主任研究開発員
やまもと むねひさ

山本 宗尚 【演題】 「三手文庫の設立と蔵書の変遷」

講 演

同志社大学助教
おおやま かずや

大山 和哉
【演題】 「国学という営み

―「賀茂季鷹関係典籍類」から―」

京都産業大学准教授
くもおか あずさ

雲岡 梓 【演題】 「社家の女性、荒木田麗女の連歌」
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国文研所蔵『賀茂季鷹書簡』(DOI:10.20730/200006792)を改変

わたしたちは、下鴨上賀茂の両地域に古くから蓄積された古典籍の調査をもとに、

独特の文化圏について、さまざまな分析を試みる共同研究を行っています。洛北に形

成された社家の文事の豊かで多様なあり方を、みなさまと共有する機会になればと願

い、このセミナーを企画しました｡なお、研究成果の一端を公開するセミナーは、昨年

に引き続き今年、さらに来年も開催を予定しています。

協 力 京都市歴史資料館

お申し込み
はこちら

後 援 賀茂御祖神社（下鴨神社）、賀茂別雷神社（上賀茂神社）、

古典の日推進委員会



場 所 同志社大学 新町キャンパス 臨光館 R301
（京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町159-1）

お問い合わせ先

東京都立川市緑町１０－３
HP： http://www.nijl.ac.jp/
E-mail: bunko.seminar@nijl.ac.jp

第２回 賀茂社家古典籍セミナー

国文学研究資料館共同研究

「京都市歴史資料館寄託山本家所蔵資料など賀茂両社および社家伝来の古典籍資料に関する研究」 （代表 小林一彦京都産業大学教授）

国文研所蔵『京城勝覧』(DOI:10.20730/200005358)を改変

講 演

京都産業大学准教授
くもおか あずさ

雲岡 梓

「社家の女性、荒木田麗女の連歌」

神社は連歌と関係が深く、中世以降、神仏を楽しませるために社寺に連歌を奉納する法楽
連歌が広く行われていました。賀茂社とともに三社として尊崇された伊勢神宮では、神官
の妻、荒木田麗女が活発な連歌活動を行っていました。麗女は『夫木和歌抄』に収められ
る珍しい語彙・詠風の和歌の表現を摂取し、様々な古典文学の故事を踏まえ、連歌の新た
な表現を求めようとしました。具体例を示しながら麗女の連歌について紹介いたします。

基調講演

三手文庫は賀茂別雷神社が所蔵する今井似閑奉納の書籍群のことを指すと一般に知られ
ています。
しかし、近世に運営された三手文庫は、社家の図書館として、境外で氏人が管理・運営して
おり、今井似閑奉納書籍はその一部にすぎませんでした。本講演では、三手文庫の設立か
ら終焉の過程を概観し、各所に遺された書籍目録を用いて、蔵書の内容や異動の過程を
紹介します。

「三手文庫の設立と蔵書の変遷」

一般財団法人賀茂県主同族会評議員
東京大学史料編纂所特定共同研究研究員
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター主任研究開発員
やまもと むねひさ

山本 宗尚

講 演

同志社大学助教
おおやま かずや

大山 和哉

「国学という営み ―「賀茂季鷹関係典籍類」から―」

古典文学が時代を超えて継承されるためには、その内容を理解し、人々へ伝える人物が必
要です。江戸時代には契沖、賀茂真淵、本居宣長など多くの国学者が活躍し、その役割を担
いました。彼らはどのように研究を行い、解釈し、人々を啓蒙したのでしょうか。上賀茂神社
の祠官であり、国学者との交流もあった賀茂季鷹の周辺で収集された「賀茂季鷹関係典籍
類」に含まれる典籍に触れながら、日本文学の歴史を紡いだ国学者の営みをご紹介します。

10月31日（火曜日）

締 切

お申し込みはこちら


